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２．王寺町の人口２．王寺町の人口２．王寺町の人口２．王寺町の人口

３．王寺町のがん検診受診状況３．王寺町のがん検診受診状況３．王寺町のがん検診受診状況３．王寺町のがん検診受診状況 人（％）H20 H21 H22 H23 H24 H25 対象者数 6312 6312 7081 7081 7081 7081受診者数 656 666 619 587 564 540受診率 (10.4) (10.6) (8.7) (8.3) (8.0) (7.6)受診者数 899 938 893 928 1392 1273受診率 (14.2) (14.9) (12.6) (13.1) (19.7) (18.0)受診者数 415 456 442 429 578 651受診率 (6.6) (7.2) (6.2) (6.1) (8.2) (9.2)対象者数 4384 4384 4692 4692 4692 4692受診者数 819 973 1107 1027 1055 1069受診率 (18.7) (22.2) (23.6) (21.9) (22.5) (22.8)対象者数 5740 5740 5833 5833 5833 5833受診者数 891 609 1227 1147 1103 1143受診率 (15.5) (10.6) (21.0) (19.7) (18.9) (19.6)
 【出典】　がん情報サービス市町村がん検診結果報告

胃がん大腸がん肺がん乳がん子宮頸がん



４．王寺町のがん検診の概要４．王寺町のがん検診の概要４．王寺町のがん検診の概要４．王寺町のがん検診の概要

6月上旬

個別通知

（ﾘｰﾌﾚｯﾄ送付）

9月

（6～8月の）

未受診者抽出

10月上旬

未受診者への

リコール

効果測定

１）１）１）１） 乳がん検診乳がん検診乳がん検診乳がん検診 H26（介入年度） H24（比較対照年度）
実施期間 ６月～翌年3月末まで ６月１日～翌年２月１５日自己負担額実施日 ９月９日、１１日、１２日１２月３日、４日、５日（全日託児有） ７月１２日、１３日１０月４日、５日１月１７日、１８日（全日託児有）自己負担額

４０歳：昭和４８年４月２日～昭和４９年４月１日+平成２１～２４年度の乳がん無料クーポン券対象者のうち以下の生年月日の方でかつ無料クーポン券を未使用の方。昭和４３年４月２日～昭和４７年４月１日昭和３８年４月２日～昭和４２年４月１日昭和３３年４月２日～昭和３７年４月１日昭和２８年４月２日～昭和３２年４月１日
４０歳：昭和４６年４月２日～昭和４７年４月１日４５歳：昭和４１年４月２日～昭和４２年４月１日５０歳：昭和３６年４月２日～昭和３７年４月１日５５歳：昭和３１年４月２日～昭和３２年４月１日６０歳：昭和２６年４月２日～昭和２７年４月１日【コール・リコール事業】

対象者 ４０歳以上（西暦遇数年生まれの方）の女子無料クーポン対象者は西暦奇数年生まれでも可個別検診 ４０歳代　：１，７００円５０歳以上：１，２００円
集団検診 ４０歳代　：１，５００円５０歳以上：１，０００円従来の周知方法 広報誌
無料クーポン対象者

対象者数 1, 677 名方法 ①６月上旬に受診勧奨案内送付。（国立がん研究センター研究班推奨のリーフレット入）②１０月上旬に６月～８月に検診未受診者に対して再受診勧奨。
対象者 平成２６年度の乳がん検診の対象（西暦遇数年生まれ）でかつ１９５４年から１９７４年に生まれた者（４０歳～６１歳）。※クーポン対象者を含む。



6月上旬

個別通知

（ﾘｰﾌﾚｯﾄ送付）

9月

（6～8月の）

未受診者抽出

10月上旬

未受診者への

リコール

効果測定

２）２）２）２） 子宮頸がん検診子宮頸がん検診子宮頸がん検診子宮頸がん検診 H26（介入年度） H24（比較対照年度）
実施期間自己負担額実施日 ９月９日、１１日、１２日１２月３日、４日、５日（全日託児有） ７月１２日、１３日１０月４日、５日１月１７日、１８日（全日託児有）自己負担額 ２０歳：平成５年４月２日～平成６年４月１日+平成２１～２４年度の子宮頸がん無料クーポン券対象者のうち以下の生年月日の方でかつ無料クーポン券を未使用の方。昭和６３年４月２日～平成　４年４月１日昭和５８年４月２日～昭和６２年４月１日昭和５３年４月２日～昭和５７年４月１日 昭和４８年４月２日～昭和５２年４月１日

２０歳：平成３年　４月２日～平成　４年４月１日２５歳：昭和６１年４月２日～昭和６２年４月１日３０歳：昭和５６年４月２日～昭和５７年４月１日３５歳：昭和５１年４月２日～昭和５２年４月１日４０歳：昭和４６年４月２日～昭和４７年４月１日【コール・リコール事業】

従来の周知方法 広報誌

対象者 平成２６年度の子宮頸がん検診の対象（西暦遇数年生まれ）でかつ１９５４年から１９９４年に生まれた者（２０歳～６１歳）。※クーポン対象者も含む。

２０歳以上（西暦遇数年生まれの方）の女子無料クーポン対象者は西暦奇数年生まれでも可６月～翌年１月末まで対象者
２，０００円

５００円
個別検診
集団検診
無料クーポン対象者

対象者数 3, 087名方法 ①６月上旬に受診勧奨案内送付。（国立がん研究センター研究班推奨のリーフレット入）②１０月上旬に６月～８月に検診未受診者に対して再受診勧奨。
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6月上旬 個別通知

（国立がん研究ｾﾝﾀｰ研究班

が推奨するﾘｰﾌﾚｯﾄ送付）

子宮頸がん

リーフレット

乳がん

リーフレット
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案内通知文

個別・集団検診一覧表
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10月上旬

未受診者への

リコール

案内通知文

個別・集団検診一覧表
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

乳がん個別検診受診率比較乳がん個別検診受診率比較乳がん個別検診受診率比較乳がん個別検診受診率比較 （無料クーポン対象者含む）
H26（介入群）
H24（対照群）※数字は受診人数（人）15
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５．結果５．結果５．結果５．結果

◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較 （無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）上段：受診者数（人） 下段：受診率（％）
集団検診集団検診集団検診集団検診 7月 9月 10月 12月 1月 計 対象者数64 85 1493.8% 5.1% 8.9%40 33 45 1182.8% 2.3% 3.1% 8.2%H24（対照群） 1,445H26（介入群） 1,677

１）１）１）１） 乳がん検診乳がん検診乳がん検診乳がん検診

【【【【月別受診状況比較月別受診状況比較月別受診状況比較月別受診状況比較】】】】
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4.0%

5.0%

6.0%

7月（2日間） 9月（3日間） 10月（2日間） 12月（3日間） 1月（2日間）

乳がん乳がん乳がん乳がん集団集団集団集団検診受診率比較検診受診率比較検診受診率比較検診受診率比較 （無料クーポン対象者含む）
H26（介入群）
H24（対照群）※数字は受診人数（人）40

64

33

85

45

※受診勧奨により、Ｈ24年度よりも受診率が高くなっている月が多い。また、10月の再受診勧奨により12～1月の受診率が大幅に高くなっている。

個別検診個別検診個別検診個別検診 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 対象者数15 18 14 22 13 18 39 55 12 37 2430.9% 1.1% 0.8% 1.3% 0.8% 1.1% 2.3% 3.3% 0.7% 2.2% 14.5%9 16 21 10 9 15 8 24 13 1250.6% 1.1% 1.5% 0.7% 0.6% 1.0% 0.6% 1.7% 0.9% 8.7%H26（介入群） 1,677H24（対照群） 1,445介入群 23.4%対照群 16.8%受診率の差受診率の差受診率の差受診率の差 6.6%6.6%6.6%6.6%
37

12
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【【【【年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較】】】】

※全体的に介入群のほうが受診率が高くなっている。46～47歳、50～51歳、56歳～57歳を除いては、介入することによって、受診率が伸びている。

◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較 （無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）H26（介入群） 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 H24（対照群） 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 受診率の差40～41歳 43 182 23.6% 40～41歳 28 157 17.8% 5.8%42～43歳 30 185 16.2% 42～43歳 5 153 3.3% 12.9%44～45歳 32 158 20.3% 44～45歳 21 128 16.4% 3.8%46～47歳 44 149 29.5% 46～47歳 26 86 30.2% -0.7%48～49歳 28 112 25.0% 48～49歳 14 132 10.6% 14.4%50～51歳 28 146 19.2% 50～51歳 24 120 20.0% -0.8%52～53歳 21 144 14.6% 52～53歳 13 137 9.5% 5.1%54～55歳 40 150 26.7% 54～55歳 17 120 14.2% 12.5%56～57歳 35 137 25.5% 56～57歳 38 124 30.6% -5.1%58～59歳 46 162 28.4% 58～59歳 20 132 15.2% 13.2%60～61歳 45 152 29.6% 60～61歳 37 156 23.7% 5.9%計 392 1,677 23.4% 計 243 1,445 16.8% 6.6%

0.0%
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15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40～41歳 42～43歳 44～45歳 46～47歳 48～49歳 50～51歳 52～53歳 54～55歳 56～57歳 58～59歳 60～61歳

乳がん検診年齢別受診率比較乳がん検診年齢別受診率比較乳がん検診年齢別受診率比較乳がん検診年齢別受診率比較 （無料クーポン対象者含む）

H26(介入群） H24(対照群）
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

乳がん個別検診受診率比較乳がん個別検診受診率比較乳がん個別検診受診率比較乳がん個別検診受診率比較 （無料クーポン対象者除く）
H26（介入群）
H24（対照群）※数字は受診人数（人）

11

◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較 （無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）

【【【【月別受診状況比較月別受診状況比較月別受診状況比較月別受診状況比較】】】】

42
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28 25
35

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%
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7月
(2日間） 9月（3日間） 10月（2日間） 12月（3日間） 1月（2日間）

乳がん集団検診受診率比較乳がん集団検診受診率比較乳がん集団検診受診率比較乳がん集団検診受診率比較（無料クーポン対象者除く）
H26（介入群）
H24（対照群）※数字は受診人数（人）

集団検診集団検診集団検診集団検診 7月 9月 10月 12月 1月 計 対象者数42 57 995.6% 7.5% 13.1%28 25 35 882.3% 2.1% 2.9% 7.3%H24（対照群）H26（介入群） 1,213755

※受診勧奨により、Ｈ24年度よりも受診率が高くなっている。また、10月の再受診勧奨により12～1月の受診率が大幅に高くなっている。

個別検診個別検診個別検診個別検診 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 対象者数10 8 6 13 6 9 23 28 4 17 1241.3% 1.1% 0.8% 1.7% 0.8% 1.2% 3.0% 3.7% 0.5% 2.3% 16.4%2 4 6 2 2 4 4 12 5 410.2% 0.3% 0.5% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% 1.0% 0.4% 3.4%
上段：受診者数（人）　下段：受診率（％）H26（介入群） 755H24（対照群） 1,213

介入群 29.5%

対照群 10.6%

受診率の差受診率の差受診率の差受診率の差 18.9%18.9%18.9%18.9%
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【【【【年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較】】】】

※どの年齢もＨ２６年度のほうが受診率が高く、44～45歳、52～53歳を除き各年齢で２倍以上受診率が高くなっている。

◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較 （無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）H26（介入群） 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 H24（対照群） 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 受診率の差40～41歳 27 133 20.3% 40～41歳 5 123 4.1% 16.2%16.2%16.2%16.2%42～43歳 29 151 19.2% 42～43歳 5 153 3.3% 15.9%15.9%15.9%15.9%44～45歳 11 36 30.6% 44～45歳 21 128 16.4% 14.1%14.1%14.1%14.1%46～47歳 20 69 29.0% 46～47歳 2 35 5.7% 23.3%23.3%23.3%23.3%48～49歳 16 31 51.6% 48～49歳 14 132 10.6% 41.0%41.0%41.0%41.0%50～51歳 15 36 41.7% 50～51歳 12 90 13.3% 28.3%28.3%28.3%28.3%52～53歳 17 114 14.9% 52～53歳 13 137 9.5% 5.4%5.4%5.4%5.4%54～55歳 19 30 63.3% 54～55歳 17 120 14.2% 49.2%49.2%49.2%49.2%56～57歳 18 66 27.3% 56～57歳 4 49 8.2% 19.1%19.1%19.1%19.1%58～59歳 28 47 59.6% 58～59歳 20 132 15.2% 44.4%44.4%44.4%44.4%60～61歳 23 42 54.8% 60～61歳 16 114 14.0% 40.7%40.7%40.7%40.7%計 223 755 29.5% 計 129 1,213 10.6% 18.9%18.9%18.9%18.9%
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乳がん検診年齢別受診率比較乳がん検診年齢別受診率比較乳がん検診年齢別受診率比較乳がん検診年齢別受診率比較 （無料クーポン対象者除く）

H26(介入群） H24(対照群）
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【【【【月別受診状況比較月別受診状況比較月別受診状況比較月別受診状況比較】】】】

◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較

（無料クーポン対象者のうち、西暦偶数年生まれ（介入群）と西暦奇数年生まれ（対照群）の比較）

※全体的に、介入群の方が受診率が高くなっている。再受診勧奨の通知の時期を12月の集団検診の申込みの時期に合わせたため、12月の集団検診の受診率が大幅に高くなっていると考えられる。

上段：受診者数（人）　下段：受診率（％）
6月 7月 8月 9月

9月

（集団） 10月 11月 12月

12月

（集団） 1月 2月 3月 計 対象者数
5 10 8 9 22 7 9 16 28 27 8 20 169

0.5% 1.1% 0.9% 1.0% 2.4% 0.8% 1.0% 1.7% 3.0% 2.9% 0.9% 2.2% 18.3%

8 5 7 9 18 9 8 16 17 11 5 15 128

0.8% 0.5% 0.7% 0.9% 1.8% 0.9% 0.8% 1.6% 1.7% 1.1% 0.5% 1.5% 12.6%

対照群 1,017

介入群 922

介入群 18.3%対照群 12.6%受診率の差受診率の差受診率の差受診率の差 5.7%5.7%5.7%5.7%
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介入群 対照群 ※数字は受診人数（人）
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【【【【年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較】】】】

※42～44歳以外では全ての年齢で介入群のほうが受診率が高くなっている。

◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較

（無料クーポン対象者のうち、西暦偶数年生まれ（介入群）と西暦奇数年生まれ（対照群）の比較）介入群 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 対照群 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 受診率の差40～41歳 16 49 32.7% 41～42歳 40 132 30.3% 2.4%2.4%2.4%2.4%42～43歳 1 34 2.9% 43～44歳 9 119 7.6% -4.6%-4.6%-4.6%-4.6%44～45歳 21 122 17.2% 45～46歳 15 128 11.7% 5.5%5.5%5.5%5.5%46～47歳 24 80 30.0% 47～48歳 6 54 11.1% 18.9%18.9%18.9%18.9%48～49歳 12 81 14.8% 49～50歳 15 128 11.7% 3.1%3.1%3.1%3.1%50～51歳 13 110 11.8% 51～52歳 7 94 7.4% 4.4%4.4%4.4%4.4%52～53歳 4 30 13.3% 53～54歳 7 97 7.2% 6.1%6.1%6.1%6.1%54～55歳 21 120 17.5% 55～56歳 14 119 11.8% 5.7%5.7%5.7%5.7%56～57歳 17 71 23.9% 57～58歳 2 26 7.7% 16.3%16.3%16.3%16.3%58～59歳 18 115 15.7% 59～60歳 13 120 10.8% 4.8%4.8%4.8%4.8%60～61歳 22 110 20.0%計 169 922 18.3% 計 128 1,017 12.6% 5.7%5.7%5.7%5.7%
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乳がん検診年齢別受診率比較乳がん検診年齢別受診率比較乳がん検診年齢別受診率比較乳がん検診年齢別受診率比較

介入群 対照群
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子宮頸がん個別検診受診率比較子宮頸がん個別検診受診率比較子宮頸がん個別検診受診率比較子宮頸がん個別検診受診率比較 （無料クーポン対象者含む）
H26（介入群）
H24（対照群）※数字は受診人数（人）
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２）２）２）２） 子宮頸がん検診子宮頸がん検診子宮頸がん検診子宮頸がん検診

◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較 （無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）上段：受診者数（人） 下段：受診率（％）
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7月（2日間） 9月（3日間） 10月（2日間） 12月（3日間） 1月（2日間）

子宮頸がん子宮頸がん子宮頸がん子宮頸がん集団集団集団集団検診受診率比較検診受診率比較検診受診率比較検診受診率比較 （無料クーポン対象者含む）
H26（介入群）
H24（対照群）

40 40 ※数字は受診人数（人）45

84 84

※受診勧奨により、Ｈ24年度よりも受診率が高くなっている。また、10月の再受診勧奨により10～1月の受診率が大幅に高くなっている。

集団検診集団検診集団検診集団検診 7月 9月 10月 12月 1月 計 対象者数84 84 1682.7% 2.7% 5.4%46 40 40 1261.5% 1.3% 1.3% 4.0%H24（対照群） 3,153H26（介入群） 3,087
個別検診個別検診個別検診個別検診 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 計 対象者数26 34 24 37 47 63 55 104 3900.8% 1.1% 0.8% 1.2% 1.5% 2.0% 1.8% 3.4% 12.6%10 23 16 12 14 21 14 52 1620.3% 0.7% 0.5% 0.4% 0.4% 0.7% 0.4% 1.6% 5.1%H26（介入群） 3,087H24（対照群） 3,153介入群 18.1%対照群 9.1%受診率の差受診率の差受診率の差受診率の差 8.9%8.9%8.9%8.9%
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【【【【年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較】】】】

※全体的に介入群のほうが受診率が高くなっている。20～25歳、28～35歳、38歳～39歳については、介入することによって、受診率が大きく伸びている。

◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較 （無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）（無料クーポン対象者含む）H26（介入群） 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 H24（対照群） 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 受診率の差20～21歳 8 127 6.3% 20～21歳 0 93 0.0% 6.3%22～23歳 5 93 5.4% 22～23歳 2 123 1.6% 3.8%24～25歳 15 123 12.2% 24～25歳 1 123 0.8% 11.4%26～27歳 16 123 13.0% 26～27歳 20 144 13.9% -0.9%28～29歳 30 144 20.8% 28～29歳 3 159 1.9% 18.9%30～31歳 29 159 18.2% 30～31歳 9 168 5.4% 12.9%32～33歳 25 168 14.9% 32～33歳 2 170 1.2% 13.7%34～35歳 47 170 27.6% 34～35歳 6 150 4.0% 23.6%36～37歳 35 150 23.3% 36～37歳 31 153 20.3% 3.1%38～39歳 29 153 19.0% 38～39歳 11 182 6.0% 12.9%40～41歳 44 182 24.2% 40～41歳 30 185 16.2% 8.0%42～43歳 28 185 15.1% 42～43歳 6 158 3.8% 11.3%44～45歳 26 158 16.5% 44～45歳 18 149 12.1% 4.4%46～47歳 29 149 19.5% 46～47歳 16 112 14.3% 5.2%48～49歳 22 112 19.6% 48～49歳 16 146 11.0% 8.7%50～51歳 22 146 15.1% 50～51歳 19 144 13.2% 1.9%52～53歳 27 144 18.8% 52～53歳 15 150 10.0% 8.8%54～55歳 32 150 21.3% 54～55歳 17 137 12.4% 8.9%56～57歳 25 137 18.2% 56～57歳 22 162 13.6% 4.7%58～59歳 35 162 21.6% 58～59歳 16 152 10.5% 11.1%60～61歳 29 152 19.1% 60～61歳 28 193 14.5% 4.6%計 558 3,087 18.1% 計 288 3,153 9.1% 8.9%
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H24（対照群）※数字は受診人数（人）

17

【【【【月別受診状況比較月別受診状況比較月別受診状況比較月別受診状況比較】】】】

◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較 （無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）

集団検診集団検診集団検診集団検診 7月 9月 10月 12月 1月 計 対象者数73 69 1423.5% 3.3% 6.8%45 31 38 1141.6% 1.1% 1.3% 4.0% 2,078H24（対照群） 2,819H26（介入群）

※受診勧奨により、Ｈ24年度よりも受診率が高くなっている。また、10月の再受診勧奨により10月以降の受診率が大幅に高くなっている。

上段：受診者数（人）　下段：受診率（％）
個別検診個別検診個別検診個別検診 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 計 対象者数15 20 16 22 24 37 28 69 2310.7% 1.0% 0.8% 1.1% 1.2% 1.8% 1.3% 3.3% 11.1%4 12 10 10 11 9 11 29 960.1% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 0.3% 0.4% 1.0% 3.4%H26（介入群） 2,078H24（対照群） 2,819

介入群 17.9%対照群 7.4%受診率の差受診率の差受診率の差受診率の差 10.5%10.5%10.5%10.5%
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【【【【年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較】】】】

※どの年齢も介入群のほうが受診率が高く、また、20～43歳の受診率が大幅に高くなっている。

◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較◆Ｈ２４年度の同一年代との比較 （無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）（無料クーポン対象者以外）介入群 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 対照群 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 受診率の差20～21歳 5 95 5.3% 20～21歳 0 75 0.0% 5.3%5.3%5.3%5.3%22～23歳 2 75 2.7% 22～23歳 2 123 1.6% 1.0%1.0%1.0%1.0%24～25歳 5 11 45.5% 24～25歳 1 123 0.8% 44.6%44.6%44.6%44.6%26～27歳 2 37 5.4% 26～27歳 1 37 2.7% 2.7%2.7%2.7%2.7%28～29歳 6 24 25.0% 28～29歳 3 159 1.9% 23.1%23.1%23.1%23.1%30～31歳 3 18 16.7% 30～31歳 3 128 2.3% 14.3%14.3%14.3%14.3%32～33歳 20 134 14.9% 32～33歳 2 170 1.2% 13.7%13.7%13.7%13.7%34～35歳 12 31 38.7% 34～35歳 6 150 4.0% 34.7%34.7%34.7%34.7%36～37歳 13 62 21.0% 36～37歳 0 41 0.0% 21.0%21.0%21.0%21.0%38～39歳 15 38 39.5% 38～39歳 11 182 6.0% 33.4%33.4%33.4%33.4%40～41歳 15 58 25.9% 40～41歳 8 128 6.3% 19.6%19.6%19.6%19.6%42～43歳 28 185 15.1% 42～43歳 6 158 3.8% 11.3%11.3%11.3%11.3%44～45歳 26 158 16.5% 44～45歳 18 149 12.1% 4.4%4.4%4.4%4.4%46～47歳 29 149 19.5% 46～47歳 16 112 14.3% 5.2%5.2%5.2%5.2%48～49歳 22 112 19.6% 48～49歳 16 146 11.0% 8.7%8.7%8.7%8.7%50～51歳 22 146 15.1% 50～51歳 19 144 13.2% 1.9%1.9%1.9%1.9%52～53歳 27 144 18.8% 52～53歳 15 150 10.0% 8.8%8.8%8.8%8.8%54～55歳 32 150 21.3% 54～55歳 17 137 12.4% 8.9%8.9%8.9%8.9%56～57歳 25 137 18.2% 56～57歳 22 162 13.6% 4.7%4.7%4.7%4.7%58～59歳 35 162 21.6% 58～59歳 16 152 10.5% 11.1%11.1%11.1%11.1%60～61歳 29 152 19.1% 60～61歳 28 193 14.5% 4.6%4.6%4.6%4.6%計 373 2,078 17.9% 計 210 2,819 7.4% 10.5%10.5%10.5%10.5%
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H26(介入群） H24(対照群）
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【【【【月別受診状況比較月別受診状況比較月別受診状況比較月別受診状況比較】】】】

◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較

（無料クーポン対象者のうち、西暦偶数年生まれ（介入群）と西暦奇数年生まれ（対照群）の比較）

※全体的に介入群のほうが受診率が高くなっている。介入群は、１０月の再受診勧奨後に受診率が高くなっている。１月の受診率については、駆け込み受診が多く、対照群の受診率も高くなっている。

介入群 18.3%

対照群 13.9%

受診率の差受診率の差受診率の差受診率の差 4.4%4.4%4.4%4.4%
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6月 7月 8月 9月 集団 10月 11月 12月 集団 1月

子宮頸がん個別検診受診率比較子宮頸がん個別検診受診率比較子宮頸がん個別検診受診率比較子宮頸がん個別検診受診率比較 介入群対照群※数字は受診人数（人）

上段：受診者数（人）　下段：受診率（％）6月 7月 8月 9月 集団 10月 11月 12月 集団 1月 計 対象者数11 14 8 15 11 23 26 27 15 35 1851.1% 1.4% 0.8% 1.5% 1.1% 2.3% 2.6% 2.7% 1.5% 3.5% 18.3%12 7 10 14 10 20 13 6 8 43 1431.2% 0.7% 1.0% 1.4% 1.0% 1.9% 1.3% 0.6% 0.8% 4.2% 13.9%介入群 1,009対照群 1,027
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【【【【年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較年齢別受診状況比較】】】】

※全体的に介入群のほうが受診率が高くなっている。22～23歳、26～27歳、34歳～35歳、
36～37歳については、介入することによって、受診率が大きく伸びている。

◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較◆Ｈ２６年度、他年齢比較

（無料クーポン対象者のうち、西暦偶数年生まれ（介入群）と西暦奇数年生まれ（対照群）の比較）介入群 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 対照群 受診者数（人） 受診対象者数 受診率 受診率の差20～21歳 3 32 9.4% 21～22歳 4 59 6.8% 2.6%2.6%2.6%2.6%22～23歳 3 18 16.7% 23～24歳 3 99 3.0% 13.6%13.6%13.6%13.6%24～25歳 10 112 8.9% 25～26歳 10 109 9.2% -0.2%-0.2%-0.2%-0.2%26～27歳 14 86 16.3% 27～28歳 3 26 11.5% 4.7%4.7%4.7%4.7%28～29歳 24 120 20.0% 29～30歳 28 133 21.1% -1.1%-1.1%-1.1%-1.1%30～31歳 26 141 18.4% 31～32歳 19 113 16.8% 1.6%1.6%1.6%1.6%32～33歳 5 34 14.7% 33～34歳 12 112 10.7% 4.0%4.0%4.0%4.0%34～35歳 35 139 25.2% 35～36歳 21 114 18.4% 6.8%6.8%6.8%6.8%36～37歳 22 88 25.0% 37～38歳 1 20 5.0% 20.0%20.0%20.0%20.0%38～39歳 14 115 12.2% 39～40歳 13 133 9.8% 2.4%2.4%2.4%2.4%40～41歳 29 124 23.4% 41～42歳 29 109 26.6% -3.2%-3.2%-3.2%-3.2%計 185 1,009 18.3% 計 143 1,027 13.9% 4.4%4.4%4.4%4.4%
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【【【【まとめまとめまとめまとめ】】】】

（結果）

今回のコール・リコール事業において個別通知を行うことで、受診券の発行件数も大幅に

増加し、受診率も大幅に増加した。窓口に受診票を取りに来る際に案内通知をもって来る

人がたくさんおり、今まで検診自体を知らなかった人たちが、今回のコール・リコール事業に

よって検診を知る機会になったと考えられる。また、今まで検診を受けたことのある人たちに

とっても、今年度検診の対象者と知る機会にもなり、受診率の増加につながったと考えられ

る。

再受診勧奨（リコール）については、案内通知が届いた時点ですぐに申し込みができるよ

うに、１２月の集団検診の申し込みが始まる時期（１０月上旬）に合わせて案内通知を送る

ようにした。その効果もあってか、乳がん検診、子宮頸がん検診ともに１０月以降の受診率

が増加した。

（今後の取り組みについて）

今回のコール・リコール事業の助言者である国立がん研究センターや㈱キャンサースキャ

ンの先生方からいただいたアドバイスをもとに、平成２７年度は以下の通りに検診のやり方

を変更する予定である。

①通知が届いた時点で「受けよう、受けたい」という気持ちが損なわないように、集団検診

の申し込みを、今までのように期間を設けずに随時申し込める体制に変更する。

②個別の乳がん検診の受診可能な医療機関が１カ所しかなく、キャパシティに問題がある

ため、集団検診の日数を従来の６日間から７日間に増やした。また働く人たちにも受けや

すい体制作りのために、そのうち２日間を土曜日に実施することにした。

③今回のコール・リコール事業により、受診率の増加に大きな効果が見られたため、平成２

７年度は対象者を少し絞るが、町独自でコール・リコールを継続していく予定。

【【【【参考参考参考参考】】】】

（窓口での受診券発行件数）

（検診未受診理由） 未受診理由 乳がん 子宮頸がん①職場で受けた 12 9②委託医療機関以外で受けた　 0 2③受ける予定無し（受ける必要性を感じない） 2 0④受ける予定無し（時間がない） 0 0⑤その他 9 2合計 23 13

Ｈ２６ Ｈ２５受診券発行件数 件数 件数乳がん（クーポン） 246 132乳がん（一般） 192 130子宮頸がん（クーポン） 325 137子宮頸がん（一般） 304 138


